
本校では、課題研究の最終目標として

“未来をひらく「課題発見力」の獲得”を最終目標に定めました。その目標に向け，

課題発見に必要な以下の3本柱に加え，1年生で育みたい３つの力を定め，独自の

テキストを作成し1年間取り組んでまいりました。

コロナ禍により予定を変更しながら進めてきたこの1年ですが，生徒たちを成長

させたこの1年間の取組をご紹介いたします。

多賀城高校、頑張ります！！

1年生…分析力・計画力・プレゼン力 ×3本柱：好奇心 ・ ICT    ・協働力とコニュニケーション力

（情報活用能力）

多賀城高校の
課題研究実践

SS・ESD課題研究基礎編

R3年度
1学年



その1）基礎

➀課題研究取組の意義＆身につけたい力

②課題研究に必要な力
③講義＋演習および実践

◎ 思考法（論理的・批判的思考）

◎ KJ法

◎ ウエービングマップ

◎コロナ禍の状況により，ICT活用が増え，「その３」が加わりました。

その2）応用
➀図書館との連携（情報収集・参考文献）
②論文の形式・考えと言語化・プレゼンテーション力

③文系的理系的課題研究（ミニ版）
◎課題研究と調べ学習の違い
◎日本十進分類法（NDC）
◎4時間集中講座でポスターの作成。

その3）
➀図書館・国語・情報との横断的授業（表現力・プレゼン力・情報収集）

②ICT活用（アンケート・質疑応答・投票など）



◎SS「課題研究基礎」（１学年 普通科・災害科学科）の1年間の流れ

※次の2つを次年度課題研究に向け，表現できるようにする

「分析力・計画力・プレゼン力」× 「好奇心・ICT・協働力とコニュニケーション力」
を育む力

○振り返り：1年間で自分に身についた力について
○次年度行ってみたい課題研究のテーマおよび内容について

・SP1）～SP9）のプログラムを独自テキストですすめる。
・全体指導もしくは担・副担任によるクラス単位の指導を
効果的に織り交ぜて展開する。
・毎時間，振り返りを記入。（課題研究カードに記入）



◎SS「課題研究基礎」（１学年 普通科・災害科学科）の1年間の流れ（詳細）

月
テーマ

普通科 【災害科学科】

具体的な学習内容

【災害科学科】

横断的教科

【災害科学科】

成果物

【災害科学科】

４
～
７

PS1）ガイダンス
PS2）思考法（論理的・批判的思考）

PS3）KJ法・ウェビングマップ
【5/18女川巡検】

PS4）情報収集の基本
（図書館連携）

PS5）自分たちの意見をつくる

【7/ 浦戸巡検】

・課題研究の目的と流れをつかみ，この1
年で身につく力を確認。

論理的思考と批判的思考の基礎を身につけ
る。

・自分の意見を表現・見える化し，他者と
の様々な意見を出し合い効率よく整理し分
析する。思考法や情報収集，参考文献の記
載など基礎技術を身につける。

・【巡検で得た材料およびデータから，さ
らに持ち帰って分析し，レポートにまとめ
た。】

図書館

【理科：実験と
分析】

自己評価
KJ法成果物

ウエビングマップ
成果物

【巡検
レポート作成】

【巡検
レポート作成】

８
～
９

PS6）模試の分析（データの分析） ・模試の分析を通し，要素を細分化して考
える重要性に気付く。データの読み方を学
ぶ。

自己評価

⒑
～
⒒

PS7）4時間集中講座
テーマ決定・ポスター作成
・発表の仕方
（図書館）

【11/1つくば巡検】

・4時間集中講座を受講することで、興味

のある講座を受講し決められた時間内にポ
スターにまとめる。

・【巡検の内容を10枚程度のパワーポイン
トにまとめ紹介する。】

図書館
ポスター

【巡検
パワポ作成】

⒓
～
３

PS7）ポスター発表会

PS8）論文を作成しよう
（図書館・国語・情報）

国立国会図書館より講義

PS9）まとめ

・5分以内でプレゼンできるようにする

（全員発表）。また、他者に質問ができ、
評価できる力を身につける。

・最新の「防災白書」などから，図や表，
参考文献を活用しながら「防災・減災」に
ついて学び，自論を展開できる力を養い，
論文形式で文章に表現できるようにする。

図書館
国語
情報

自己評価
他者評価
発表評価
レポート



◎論理的思考と批判的思考を学年全体でゲーム感覚で学習しているので、難し
くないようです。1～2時間の訓練をすることで、日々の学校生活で使える場面が
多々あり、意識することが重要であることを、生徒たちも気がついてきました。

「前提が正しい」と
いう判断のもとで展
開する

「前提は本当に正しいの
か？」という批判的解釈を
踏まえて展開

→だから高度な思考法になる

Why So？
なぜそうなの？

So What？
それで 何なの？



◎思考法に続き、ＫＪ法のトレーニング
以下のように、青色と赤色の付せん紙および黄色の付せん紙を使って実践。

主張「紙媒体の新聞は不必要である」

賛成 反対

○○だから ○○だから ○○だから ○○だから

A3用紙 (i)

○○だから
賛成?  反対?

１人１枚以上、理由を記入すること



どんどん工夫している。
同じ意見を重ねて。

どんどん工夫している。
書き込むことで、意見をグルーピング



◎ウェビングマップのトレーニング

他教科でも活用しているため、生徒および先生方もイメージがついて、取り組
みやすくなりました。

クモの巣状に図式化する

手法

アイディアが拡散する・思考
が整理されるメリットがある

大人数で、課題研究のテーマ決めおよび
研究の具体的内容・研究の構成・方向性を
描くのに利用できる。



◎思考法➡ＫＪ法➡ウエビングマップのトレーニング

理屈だけ教えるのではなく，即実践させる。また，先生方が理解してれているの
でクラス単位で実施できるようになりました。

生徒達も慣れてきている。
各クラスで先生方が指導している様子。



こんなにもバリエーションが多くなりました。よいことです。

・ウエビングマップの手法を活用し，
発表している様子。プレゼンテー
ション力も実践で訓練中。
回を重ねて向上しています！！



希望班数 内容

８ 【体育】スポーツに限らず，どの分野においても，結果が求められる場面で実力を発揮するには，メンタルマネジメントが必要です。心理学の側
面から，効果的な活用法について考察し，ポスターにまとめてみましょう。

１１ 【国際】ヘイトクライムについて世界的，歴史的な内容を理科し自分の考えを取り組めることをまとめる。

１２ 【国語】平安美人は本当に美人！？～夜の生活から考える～

現代ではおよそ美人認定をされない平安美人の条件は，本当に美を生み出すのか・文献参照・フィルドワーク・実験・アンケートの要素を取り
入れながら，平安時代の生活環境から検証する。白粉体験あり。

１３ 【国語】日本語の二人称と言えば，「あなた」ですが，実際に使っている人はあまりいませんね。日本人は，豊富なの二人称をどのように使い分
けているのでしょうか？漫画やアニメ，ＳＮＳ等における言葉遣いを参照にしつつ，日本語の奥深さを味わってみましょう。

１０ 【化学】みなさん。「炭」知ってますよね？ＢＢＱなどでガンガン使うアレです。炭の持つ力について様々な角度から実験して，その可能性を拡げ
てみましょう。もしかしたら，温室効果ガス削減にもつなげられるかもしれません。ＳＤＧｓの視点を化学と関連づけよう。

写真１・２）先生方の講義の様子

写真３・４）小道具で実験・実演
（白粉・カツラ・着物を
準備していただきました）

◎1学年課題研究基礎：4時間集中講座 PS７
連続4時間集中してのプログラム。≪他者に伝える：ポスターの考え方・組立て方・発表の仕方≫
各クラス単位で5人前後のグループを作成し，自分たちの興味のある講座を希望調査により振り分け，受講してもらいました。各担

当の先生の講義から，さらに班ごとにテーマを設定し，決められた時間内でポスターを作成して学んだ内容を発表してもらいます。
今まで積み重ねてきた課題研究の力を試す機会となり，複数で1つのテーマについて意見を出し合い，まとめながら取り組むという次
年度の課題研究を意識できる形式となっています。各講座を，以下に紹介します。学年団の先生方が授業とは一味違う講義をしてい
ただくことで，生徒たちの向学心をより一層駆り立てて，「楽しんで探究する」経験をさせてくれた学びとなりました。



◎4時間集中講座の様子：手書きのポスターを作成

・ウエビングマップ
の手法を活用し，
アイデアを出し
合い，複数の意
見を短時間で組
み立てていた。
・ホワイトボードを
利用し効率的で
スピーディ。

写真５）ウェビングマップで組立を練る
写真６）黒模造紙とA4用紙を使用しての
ポスター作成の様子



◎4時間集中講座のポスター完成
★５つのテーマから好きなテーマを選び受講。
★2時間：講座（講義または実験）
★残り2時間：手書きのポスターを作成

黒色の模造紙

配置
指定

テーマ
作成

「いいね」（赤色）
「改善」（青色）の

付せん
貼る



★赤色と青色の付せん・指示棒。

★56枚のポスターを掲示。

◎1学年ポスター発表会の様子：2時間連続授業使用
発表者だけでなく、聞き手も質問する訓練をする場となります。また、「いいねシール」を利用す
ることで、文章でも自己表現できる力を実践させています。この2時間で自分自身のプレゼン力が

ついたことに生徒自身も気づくことができるので、昨年できなかった体育館での一斉発表を今年は
実施でき良かったです。

★全員が必ず2回以上、発表できるように組み立てる。
★生徒および参加教員に「いいねシール（付せん）」を記入してもらう。

終了後、好評をいただいて
いる様子。ボードや体育館
側面を利用しポスター掲示。



◎発表会後の振り返り
発表会で使用した「いいねシール」を活用し、分析力や論理的思考で多角的に物事を考えられる訓練
の実践につなげています。

★「いいねシール」付せん紙の整理・分析
★KJ法・論理的思考の実践・応用

班によってまとめ
方が様々。

「YES」「NO」から
細分化。

自分たちなりに工
夫していて

進歩しました・・・！



活字ポスターに挑戦。ヘイトクライムについて
（手書きポスター）

赤色付せん：良い点記入
青色付せん：改善点記入

◎各講座の優秀ポスター：活字のポスターを作成（５コ紹介）
体育館で発表した際に、投票を行い各講座の優秀ポスター1枚を決定後、さらに選ばれた班は活字のポスター
を作成してもらいました。冬休み前に決定し3週間で作成してもらいました。
作成に際しては、再度、ウエビングマップで、ポスターの内容・構成を練り直し、さらに掘り下げて調べたり実験
しなくてはいけないところを確認しました。４～５人で、分担作業で作成したので、短時間に完成することができま
した。次年度が楽しみです！！

文系
ポスター



日本人の二人称について
（手書きポスター）

手書きであっても構成・内容が明確なの
で活字ポスターも短時間に仕上げました。

手書きの自由度による
配置の工夫。



スポーツ心理学の講座より
（手書きポスター）

手書きであっても構成・内容が明確なの
で活字ポスターも短時間に仕上げました。

自分たちの所属する
運動部ならではの
発想で分析。



実験を通して
（手書きポスター）

手書きであっても構成・内容が明確なの
で活字ポスターも短時間に仕上げました。

構成がしっかりしているので、
活字ポスターの構成もスムー
ズでした。



化粧の実演・検証実験を通して
（手書きポスター）

文系ポスターながら，化粧・カツラ・着物
など小道具を使用した実験が加わり，生
徒達の研究意欲も倍増しました。

使用されている
用紙が少ない
ながら，

タイトル・プレゼ
ン力で生徒達
を引きつけてい
ました



◎論文作成：
A4レポートにまとめる

災害時の自助・共助・公助の現状と個人レベルの対策 

～誰一人取りこぼさずに助けるには～ 

第１章 序論 

日本は、自然災害の多い国である。造山帯に位置することや、雨が多い気候であることが原因だ。

よって、昔から行政の災害への意識が高く、様々な取組が行われてきた。しかし、自分たちの命を守

るには、行政の取組だけでは不十分である。本研究では、自助・共助・公助の現状を把握し、どのよ

うな取組を個人レベルで行うか具体例を示すことを目的とする。研究では、災害時に行われる自助・

共助・公助のなかでも、公助だけでは補いきれない、自助と共助の重要な部分に焦点を当てて考えて

いく。そして、誰一人取りこぼさずに助けるにはどうすればよいか、個人レベルでの対策について検

討する。 

第２章 本論 

第１節 防災活動の現状 

 まず、本論文における自助・共助・公助を定義する。消防庁の「防災・危機管理 eカレッジ」によ

ると、以下のように述べられている 1）。 

3年次では、2年時の課題研究を各

自で論文にまとめます。
そこで、その基礎として、「防災教
育」を受けている本校生徒達が「防災
白書」を題材に自論をまとめる作業を
行いました。

参考・引用文献の活用術，模試分
析による数字のデータの読み方も学
んでいるので、その成果を確認できる
成果物となりました。
みんなでレポートの「回し読み」およ
び「発表会」をするので、他者がどの
ように書くのかここでも批判的思考を
働かせ、さらにプレゼン力を磨きます。

第３章 結論 

 防災活動の現状について調べた結果、公助にばかり頼るのではなく、1人 1人が自助と共助を行うこ

とが必要であると確認できた。また、実際の被災者の体験、大学の活動、共助を必要としている人の

声などを知ることによって、個人レベルでの具体的な対策について以下の 2つを示すことができた。 

① 避難行動をとるための備えと公助が届くまでの三日間への備え 

② 公助の恩恵を十分に受け取ることができない人々への共助 

 この国に生きる以上、必ず災害の危険とともに生きる事となる。災害はいつ起こるかわからない。

しかし、私たち 1人 1人が災害について知識と危機感を持ち、備え、助け合えば、被害を最小限に抑

えることができるだろうと考える。今後も、誰 1人取りこぼさず助けるための個人レベルの取り組み

について研究していきたい。 
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【1年生の取組】
「課題研究の基礎」を1年かけて学んだ生徒たち。代表生
徒によるポスター作成までを経験し、全体発表することがで
きました。2年生になって、興味のあるテーマ決めて課題研
究に取組んでくれることでしょう。

このようなコロナ禍でも、生徒一人一人が成長できました。
今後とも、未来を担う本校生徒の成長に期待してください。

本校生徒たちが課題研究におけるインタビュー等で、地域の皆様の
貴重なお時間を割いていただいていることに、深く感謝いたします。

多賀城高校の課題研究実践
SS・ ESD課題研究 基礎編


